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	背景
	USP7またはHAUSPは、ユビキチン特異的プロテアーゼ、またはユビキチンを基質から切断する脱ユビキチン化酵素です。ユビキチン化（ポリユビキチン化）は細胞タンパク質の安定化と分解に最もよく関連しているため、HAUSPの活性は一般にその基質タンパク質を安定化させます。HAUSPは、腫瘍抑制タンパク質p53のE3ユビキチンリガーゼであるMdm2の直接的な拮抗薬として最もよく知られています。通常、p53レベルは、Mdm2を介したp53のユビキチン化と分解により、低く抑えられています。興味深いことに、発癌性刺激に対して、HAUSPはp53を脱ユビキチン化し、Mdm2を介した分解からp53を保護することができます。これは、ストレスに応答してp53を即座に安定化させる腫瘍抑制機能を有する可能性を示しています。 HAUSP機能のもう一つの重要な役割は、p53の発がん性安定化です。MycやE1Aなどのがん遺伝子は、p19代替読み枠（p19ARF、別名ARF）依存性経路を介してp53を活性化すると考えられていますが、ARFはこのプロセスに必須ではないことを示唆する証拠もあります。興味深い可能性として、HAUSPが細胞を発がん性刺激から保護するための代替経路を提供していることが挙げられます。
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	MCF-7（1）細胞溶解物に対するHAUSPマウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。

